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市民検討会通信

１．あいさつ

・有識者からのあいさつ

２．市からの説明

・第３回市民検討会の振り返り

３．グループワーク

・新しい施設の導入機能を深めよう！

４．大学生からの発表

・実現させたい機能・交流シーン

５．発表・意見交換

・グループごとに発表、意見交換

６．まとめ

・有識者からの講評

くつろいでいるような雰囲気で場所を変えながらリ

ラックスして話し合いをすることで、新たな発想が生み

出されることが期待できるワールドカフェ形式で、意見

交換を行いました。

前回までのグループをシャッフルして作った3つの班

に分かれ、前回の市民検討会で検討した案について「良

いところ」「気になるところ」「新しいアイデア」を付

せんに書いて貼っていきました。

最後は前回までのグループに戻り、出た意見について

話し合い、前回検討した案を再確認し、グループとして

の意見をまとめました。

グループワーク

●第４回市民検討会を開催しました

12月10日（土）に第４回市民検討会を開催し、11名の方にご参加いただきました。

第４回目は「新しい施設の導入機能を深めよう！」をテーマに、第３回市民検討会で検討した案

に対し、ワールドカフェ形式で意見交換を行いました。出た意見をもとに、前回検討した案に追加

したい内容などを考え、導入機能の深掘りを行いました。

• 様々なアイデアがたくさん出ましたが、多くのアイデアを出すのがワールドカフェの目的なので、
今日のワークは良かったと思います。

• 出た意見をまとめたり収斂させていくのは難しいことですが、どのアイデアを生かすか考えるこ
ともワールドカフェの目的の１つです。また、駄菓子屋機能など大切なアイデアが追加されて良
かったと思いますが、もう少し津久井らしさを考えるのがポイントかなと思います。

• いろいろな機能をどうやって運営するか、収益はどうするか、民間企業との連携を考えてはどう
かなどの意見も交わされていたことは良かったです。

• どうやって実現するか、運営はどうするか、本当に使うのか・使われるのか、改めて自分のこと
として考えられると良いと思います。

●志村先生

芝浦工業大学教授

●朝日先生
• ワールドカフェの目的である案の深掘りができて良かったと思います。各班の意見を聞きつつも、

心はこれまでのグループのままで、アイデアを取り入れて良い成果が出たと思います。

• これまでは機能というキーワードで利便性や動線などの意見が多かったですが、今回は音楽やス
ポーツ等の機能そのものについて、面積制約のある中で、同じスペースを多機能化できるかなど、
検討が深まっていたと思います。

• どう運用していくか、将来の人口減少が進んだときに人の集め方や移動をどうするかなどの視点
についてもお話があり、空間的な制約以外の話も出ていて良かったと思います。面積制約の中で
実現を考える時に、他の施策とも繋がるようなアイデアが出つつあると感じました。

第４回のまとめ（ファシリテーター・有識者コメント）

これまで市民検討会で出てきた意見をはっきりとしたイメージとしてと

らえてもらいたいと思い、実現させたいポイントを①総合窓口、②広場、

③広場に面したカフェ、④広場の活用方法、⑤ホール、⑥図書館・学習ス

ペース、⑦展示コーナーの７つに整理し、スケッチにしました。

大学生からの発表

東京都立大学教授

しゅうれん



赤字：反映内容
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健診

総合案内
+座る場所
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備
蓄
倉
庫

事務（土木等）
＋会議室 相談室

総合事務所

（現・総合事務所敷地） （現・駐車場敷地）

急
病
診
療
所

（手続き）

読書
スペース

老人福祉
センター

1F

2F

3F

子どもの
遊び場

貸室

貸室機能集約
＋子育て支援

ホール

渡り廊下

地下駐車場

夜はビアガーデン

フラットにし
避難所としても活用

緑地帯として
自然豊かな場所へ

雨の日の移動も
利便性が良い

エスカレーターを設置

地下に駐車場を作ることで
災害時にはシェルタ に

太陽光パネル

●グループワークと成果発表

Aグループ

良い
ところ

気になる
ところ

新しい
アイデア

ワールドカフェの付せんの色

• 公民館は、リノベーションではなく建替えとして、１階部分を駐車場にして、２・３階にフラットな
ホールを作り避難所としても活用できるようにする。

• 駐車場が少なくなるので、地下に駐車場を作って災害時にはシェルターにもできるようにする。

• 広場を山側にして施設との間に駐車場を配置することで、車の動線に配慮する。

• 現駐車場敷地に総合事務所を建てることで、行政サービスが途切れることなく整備できる。また、２つ
の建物をつなぐことで移動しやすいようにする。

●Aグループの成果発表（一部抜粋）
意見を踏まえ

の案
への意見



赤字：反映内容

保健    

貸室

子どもの
遊び場

駐車場

バスターミナル高齢者に配慮
（窓口の近く）

（現・総合事務所敷地） （現・駐車場敷地）

駐車場
広場・

総合事務所
（窓口）

・立体駐車場など、
台数確保

図書室

・図書室近く

総合事務所

ホール

多目的室

老人福祉
    の貸室

・広めに
・何でも使える

（第二駐車場）

1F
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3F

（第一駐車場）

・インフォメーション
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ワールドカフェの付せんの色

Bグループ

• 基本的に当初の案はそのままとする。

• ホールはフラットの開放式とし、スポーツや音楽会にも活用できるようにする。

• カフェは業者確保が難しいと思ったので、駄菓子もあるコンビニがあると良いと考えた。

• キッチンカーのスペースを設けて軽食の取れる場所を新しく増やした。

●Bグループの成果発表（一部抜粋）
意見を踏まえ

への意見
の案

※このほかに、展望レストランや太陽光
パネルの設置という意見がありました。



保健    

駐車場・総合事務所、
老福の近く

（現・総合事務所敷地） （現・駐車場敷地）

広場

総合事務所

窓口1箇所

図書室

1F

2F

3F

カフェ
・広場の見守り
・本を読める

老人福祉    
・貸室の窓口
・図書室の近く
・子どもの近く

・カフェの近く

総合事務所

施設全体の
中心

保健    
ホール

総合事務所

・土木、倉庫を集約

・会議室
貸室

貸室 ・社協の近く

駐車場を3階建てに

ブリッジでつなげる

椅子を可動式にして
避難所にも使えるように

音楽スタジオ
のような防音室

メディカルセンターを
総合事務所内に

多目的スペースにする

バス停

急
病
診
療
所
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• 駐車場を３階建ての立体駐車場として上階をブリッジで総合事務所とつなげる。

• 駐車場にマイクロバスやコミュニティバスなどが入れるバス停を設置する。

• ホールは可動式の椅子にして避難所としても使える多目的ホールにする。

• 防音室ができると若者も高齢者も集まるのではないか。

• カフェではなく多目的スペースとして、学生の勉強やママたちがおしゃべりできるスペースとする。

●Cグループの成果発表（一部抜粋）

良い
ところ

気になる
ところ

新しい
アイデア

ワールドカフェの付せんの色

Cグループ

赤字：反映内容

意見を踏まえ

への意見
の案

※このほかに、展望レストランや太陽光
パネルの設置という意見がありました。
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